
ぎ

識

こ
の
た
び
の
震
災
で
雌
を
免
れ
た
わ
が

家
も
、
書
斎
は
書
物
資
料
類
の
散
乱
で
手

つ
か
ず
、
先
日
そ
こ
か
ら
演
劇
映
画
の
番

付
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
群
が
出
て
き
た
。
映

画
は
本
棚
に
前
に
（
平
成
元
年
五
月
号
）

新
開
地
の
活
弁
な
ど
の
べ
た
の
で
、
演
劇

を
と
り
あ
げ
た
い
。
筆
者
の
神
戸
商
業
大

学
（
現
神
戸
大
学
）
学
生
時
代
昭
和
一
○

年
前
後
の
こ
と
、
六
○
年
前
の
華
や
か
な

新
開
地
が
眼
前
に
開
け
て
く
る
。

ま
ず
新
開
地
の
浜
側
「
湊
座
」
で
の
前

進
座
公
演
．
昭
和
六
年
結
成
創
立
三
周
年

と
い
う
か
ら
昭
和
八
年
四
月
の
番
付
。
若

き
河
原
崎
長
十
郎
、
中
村
翫
右
術
門
な
ど

の
写
真
、
演
し
物
は
安
中
草
三
そ
の
他
を

楽
し
ん
だ
ら
し
い
。
そ
の
す
こ
し
山
側

「
多
間
座
」
既
に
吉
本
興
業
の
経
営
で
、

内
容
が
多
彩
の
た
め
か
足
繁
く
通
っ
て
お

り
、
昭
和
一
○
年
か
ら
一
二
年
ま
で
十
数

葉
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
て
き
た
。
曽
我
廼

家
系
の
喜
劇
が
相
つ
ぎ
戸
田
三
楽
、
北
村

九
貞
楽
、
田
宮
貞
楽
、
時
に
柳
家
金
語
楼

の
特
別
出
演
、
モ
ダ
ン
コ
メ
デ
ィ
の
永
田

キ
ン
グ
、
剣
劇
の
辻
野
良
一
、
そ
れ
に
い

つ
も
少
女
レ
ヴ
ュ
ー
、
幕
間
に
は
ま
ん
ざ

い
陣
が
入
る
。
そ
こ
に
は
、
大
阪
の
南
、

北
の
寄
席
の
花
月
で
馴
染
み
の
エ
ン
タ
ッ

ア
チ
ャ
コ
、
十
郎
雁
玉
、
五
郎
雪
江
、
ポ

ヤ
キ
の
静
代
文
雄
な
ど
の
名
が
あ
が
っ
て

い
る
。
そ
の
す
こ
し
北
の
「
千
代
之
座
」

は
色
物
専
門
の
小
屋
で
こ
こ
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
な
い
が
、
や
が
て
名
前
の
出
た
い
く

組
か
の
ま
ん
ざ
い
の
修
行
の
場
で
も
あ
っ

た
。
湊
川
公
園
に
近
い
山
手
の
「
松
竹
劇

場
」
の
番
付
が
あ
り
、
昭
和
一
○
年
と
一

一
年
の
い
ず
れ
も
二
月
興
行
で
関
西
大
歌

舞
伎
を
見
て
い
る
。
あ
た
か
も
十
年
二
月

は
じ
め
初
代
雁
治
郎
他
界
直
後
遺
子
林
長

三
郎
中
村
扇
雀
（
二
代
目
雁
治
郎
）
、
そ

れ
に
実
川
延
若
ら
の
出
演
で
、
い
ず
れ
も

午
後
二
時
半
か
ら
の
長
時
間
興
行
で
あ

る
。
歌
舞
伎
か
ら
ア
チ
ャ
ラ
ヵ
ま
で
当
時

の
多
様
な
演
劇
が
浮
か
ぶ
。

半
世
紀
後
、
大
震
災
の
あ
と
の
新
開
地

驚
欝

左から、多間座、湊座、松竹劇場のパンフレット。いずれ

§蔓

も日召和1 0 年頃のもの

灘kｉ

笛

再び新開地から文化発信を。
神戸アートビレッジセンター（K A V C ）

を
数
年
ぶ
り
に
歩
く
。
山
側
の
松
竹
劇
場

の
あ
っ
た
辺
り
は
パ
チ
ン
コ
な
ど
遊
技

場
、
商
店
の
遊
歩
街
化
、
そ
し
て
南
の
か

つ
て
の
多
聞
座
湊
座
辺
り
に
で
き
た
神
戸

市
住
宅
供
給
公
社
の
一
八
階
の
住
宅
ビ
ル

の
一
角
に
、
地
上
Ⅲ
階
地
下
一
階
（
ホ
ー

ル
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
な
ど
）
の
神
戸
ア
ー

ト
ピ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
ｌ
か

ぶ
つ
く
）
の
賑
や
か
な
の
ぼ
り
が
眼
前
に

ひ
る
が
え
る
。
神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団

の
管
理
運
営
で
、
こ
の
春
四
月
開
館
で
あ

る
、
演
劇
な
ど
の
創
造
の
拠
点
に
。
当
円

も
苦
手
の
い
く
つ
か
の
催
し
が
眼
に
つ

く
。
向
か
い
に
は
新
開
地
劇
場
で
美
里
英

二
の
大
衆
演
劇
が
か
か
っ
て
い
る
。
と
は

い
え
周
辺
は
新
ピ
ル
な
ど
復
興
建
設
の
さ

な
か
、
地
域
の
雰
開
気
の
醸
成
に
は
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

東
の
新
神
戸
駅
近
く
の
山
手
の
新
オ
リ

エ
ン
タ
ル
劇
場
、
そ
し
て
西
の
下
町
の
こ

の
新
開
地
の
芸
術
村
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、

二
一
世
紀
の
神
戸
の
演
劇
は
、
プ
ロ
、
セ

ミ
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

交
流
で
そ
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

: 鐸玲
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3７

｢ 紳の会｣ のL o v e ＆H e a r ｔ
あなたと私たちの愛を被災地の子供たちへ届けたい
阪神淡路大震災で、何かしたいという歌手の人々が集まった「幹の会｣ 。橋幸夫さんをリ

ーダーに、手弁当でチャリティーコンサートを開催し、集まった義援金を子どもたちの将来
に役立たせたいと八月二十一日、垂水区の「神戸少年の町」に橋幸夫さん、三田明さん、今
陽子さんが訪問。子どもたちに奨学金として、集まった義援金の一部を手渡した。

ベテラン歌手が､ 手弁当で集まった｢ 紳の会」

－この度はいろいろと神戸のためにあり
がとうございます。「緋の会」ができた
きっかけなどお聞かせください。
橋震災があって、その直後の報道を見
て､ ﾌ ｧ ﾝ ｸ ﾗ プも神戸は多いですから､
大変心配になりました。僕も何かしなけ
ればと思っているときに、たまたま三田
君から通話があって「先輩どうしますか。
･ 何かしたいですね」って。「いや俺も考
えていたとこなんだよ」ってことでね。
何人かに確認してみようと、酉郷君. に電
話したら「僕らも何かしなくちゃなんな
いでしょうね、何するかっていったら歌
しかないでしよ」って。コンサートをし
て義援金を集めて送ることにしようと、
1 1 人が協力してくれることになったんで
す。そうすると、僕もイメージがどんど
ん沸いてきて、独断で会場を確保して、
チケットなんか手配して行くうちに、今
陽子だけが、その情報を聞いて「私にも
やらせてください」と自分から言ってき
たんですよ。
一どんな方がメンバーなのですか。
橋「緋の会」のメンバーはこの三人以
外に、尾l 崎紀世彦、金沢明子、西郷輝彦、

ジュデイーオング、にしきのあきら、布
施明、黛ジュン、山本リング、司会の玉
置宏、と十二人がいます。我々にしても
興行をやったことないしね、でも我々が
意思を表すことが大事だから、全部準備
ができました、どうぞというのは止めよ
うと、みな手弁当という意識でね。
一ヵ月足らずの準備期間だったけど、

東京のメルパルクホールで一回目のチャ
リティコンサートをやって、成功したん
ですよね。そしたら反響があって、横浜
市が全面協力しますからと話があって、
三月ですかね、翌月ですよ。これも五千
人入る会場が満席で、全部で約二千四百
万円の義援金が集まったんですよ。それ
で、四月に今度は被災地へ行って、皆さ
んに歌で労らいをしようと、少人数で宝
塚、西宮、北淡へ行って、体育館などで
歌って。まだ、震災の傷痕もなまなまし
いころで、いろんな方の協力に感動しま
した。震災があって、いろんなボランテ

ィアの方や行動を起こしている人たち

が、神戸に来て人間愛があってよかった
なと、ガンと忘れていたものを日覚めさ
せてくれましたよ。

｢ 拝の会奨学金_ l 贈呈式

響リ１罰

､ｵ縛踊岳

譲Ｉ
母

｢；
一Ｊ|

‐；蕊 蕊識

議蕊
神戸少年の町で「いつでも夢を」をみんなで歌う。
左から今陽子さん、橋幸夫さん、三田明さん

我々の気持ちが直ｷ 等届くことをしたい

我々のチャリチィー義援金も神戸市へ
寄付をしましたが、我々の気持ちがどこ
か直接届くようなことをしたいと思いま
してね。

民間レベルで何かできないかと神戸で
信頼の於ける池辺さんに』情報をください
とお願いしたわけです。そして、訪ねた
のが「神戸少年の町」なんです。少年の
町の谷口施設長が「何か継続できるよう
な形で、子どもたちの将来のためになる
ようなことに寄付金を使いたい」とおっ
しゃられて、最低、五年は継続できるよ
うな奨学金にさせていただいたんです。
－子どもたちにピントを合わせたことが
素晴らしいですね。
橋突然の出来蔀に、子どもたちは唖然
としてしまってるだろうし、自活できる
大人はいいけれど一番の弱者は子どもで
しょう。部外者でも「緋を結んで行こう」
と考えたんです｡ 目に見えない緋ですけど｡
来年二月に、神戸国際会館ハーパーラ

ンドプラザで、またチャリティーコンサ
ートをやりますから．応援してください。

、
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諭
認
鍛
蝿
識
鰯
識
凝
露

『
■
画
堅
盗
祁
哩
誇
噌
】
■
画
耀
画
■
無
・
・
翻
郡
碑
癖
鐸
麺
狐
蕊
謎
翻
蝉
識
”
繰
趣
毎
ｍ
哩
篭
雪
宮
麺
諦
‘
掴
蜘
鐸
鍔
鈴
叩
皿
電
榊
”
鐸
・
鐘
毒
『
需
鑑
叩
露
麹
鴫
無
識
詞
如
阜
鶴
鑑
釦
零
壁
麺
醒
率
輯
響
墾

３
日：

…
…
●

繋
鴫
神
戸
１
０
０
年
映
画
祭
で

鐸
蔚
噸
震
災
体
験
を
「
正
の
財
産
」
に

柳
因
幡
新
平
《
神
戸
１
０
０
年
映
璽
蕊
倉
ブ
ロ
デ
ュ
‐
ザ
‐
》

鋳
鐸
繊
鰯
癖
溌
鍾
鰯
顛
舗
蕊
雪

と
う
と
う
神
戸
で
初
の
本
格
的
な

国
際
映
画
祭
が
実
現
す
る
。

な
ぜ
神
戸
な
の
か
？
な
ぜ
国
際

映
画
祭
な
の
か
？

全
国
各
地
で
多
く
の
映
画
祭
が
開

催
さ
れ
る
ご
時
世
に
、
な
ぜ
神
戸
で

こ
ん
な
大
規
模
な
映
画
祭
を
開
催
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
よ
り
、

ま
だ
仮
設
住
宅
に
多
く
の
被
災
者
が

残
る
現
状
で
は
、
復
興
事
業
が
先
決

で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
声
も
届
い
て

き
た
。
事
実
、
こ
の
映
画
祭
の
話
が

持
ち
上
が
っ
た
の
は
震
災
前
の
こ
と

で
、
一
度
は
白
紙
に
戻
り
、
ふ
た
た

び
実
行
に
向
け
て
動
き
出
す
と
い
う

粁
余
曲
折
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
予

算
は
な
い
の
に
実
行
へ
と
再
始
動
し

た
の
は
震
災
あ
れ
ぱ
こ
そ
だ
っ
た
。

震
災
の
犠
牲
は
余
り
に
大
き
す
ぎ

た
。
だ
が
、
そ
の
犠
牲
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
た
復
興
の
道
を
た
ど
っ
て

い
る
の
か
、
お
お
い
に
疑
問
で
あ
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
偶
然
で
説
明

で
き
る
単
な
る
天
災
で
は
な
い
。
バ

イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
「
富
偏
重
」
の

都
市
文
明
が
問
わ
れ
た
悲
劇
だ
っ

■
■
蕊
尚
輔
、
■
■
諦
涌
ｕ
浄
蜘
漂
塗
湘
瀞
湾
叩
寮
涜
卿
謹
■
麺
蕊
緯
趨
癖
劉
麺

キネトスコープ

た
。
あ
の
修
羅
の
地
獄
で
、
底
無
し

の
無
力
感
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
私
た

ち
は
人
間
が
造
り
あ
げ
る
も
の
の
ひ

弱
さ
を
痛
感
し
た
。
と
同
時
に
、
思

い
が
け
な
い
ほ
ど
に
自
分
の
中
に
残

っ
て
い
た
無
垢
な
人
間
性
に
気
づ
い

た
は
ず
な
の
だ
。
残
酷
な
と
き
の
流

れ
が
あ
の
覚
醒
の
す
べ
て
を
淡
々
と

風
化
さ
せ
て
い
く
の
を
見
る
の
は
つ

ら
い
。
あ
の
覚
醒
を
「
正
の
財
産
」

と
し
て
受
け
継
が
ね
ば
、
そ
ん
な
思

い
を
ス
タ
ッ
フ
が
共
有
し
た
か
ら
こ

そ
、
映
両
祭
開
催
へ
と
動
き
出
し
た

の
だ
。
こ
の
映
画
祭
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
人
間
復
興
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
初

め
て
市
民
と
行
政
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
開
催
す
る
官
民
一
体
の
映
画
祭
で

あ
る
点
。
ど
ち
ら
か
が
単
独
で
開
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
は
多
い
が
、
い
っ
し

ょ
に
実
行
す
る
ケ
ー
ス
は
き
わ
め
て

ま
れ
だ
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
市

民
と
行
政
が
手
を
取
り
合
わ
ね
ば
、

実
の
あ
る
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
こ
か
ら
何
か
が
生
ま

れ
れ
ば
、
そ
れ
も
震
災
効
果
の
ひ
と

鍵
神戸１００年映画祭
１１／１～１２／１
イベントガイド

｢ 灰とダｲ ﾔ ﾓ ﾝ Ｆ』

アンジェイ・ワイダ監間

ｕ
／
１
（
金
）
神
戸
新
川
松
方
ホ
ー
ル

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

エ
ジ
ソ
ン
の
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
が
日
本
で
初
め
て
神
戸
で

上
映
さ
れ
て
か
ら
１
０
０
年
を
記
念
し
、
桐
月
１
日
か
ら
担

月
１
日
ま
で
「
神
戸
１
０
０
年
映
画
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。

映
画
は
釦
世
紀
を
代
表
す
る
文
化
で
あ
り
、
神
戸
は
釦
世

紀
の
文
明
を
誼
歌
し
て
い
た
と
き
に
震
災
に
出
会
っ
た
。

「
人
間
復
興
」
が
テ
ー
マ
の
こ
の
映
画
祭
は
、
文
化
や
文

明
、
そ
し
て
人
間
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
機
会
で
も
あ
る
。

震
災
直
後
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
映
画
を
楽
し
も
う
。
（
矢
）

国
際
リ
レ
ー
ト
ー
ク
桐
／
１
〜
桐
／
９

〈
ト
ー
ク
〉
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
監
督

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ザ
ヴ
ァ
ト
ヴ
ィ
ッ
チ
夫
人
（
女
優
）

〈
上
映
〉
「
灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」

、
／
２
（
土
）
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

〈
講
演
〉
篠
田
正
浩
監
督
岩
下
志
麻
阿
久
悠
ほ
か

〈
上
映
〉
「
瀬
戸
内
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
セ
レ
ナ
ー
デ
」

、
／
３
（
日
）
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
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〈
ト
ー
ク
〉
ヘ
ル
マ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
Ⅱ
ブ
ラ
ー
ム
ス
監
督

ア
ン
ナ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
（
女
優
）
羽
田
澄
子
監
督

〈
上
映
〉
「
林
檎
の
木
」
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
あ
る
ダ
ン
サ
ー
の
肖
像
」

、
／
４
（
月
）
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

〈
ト
ー
ク
〉
ウ
ェ
イ
ン
・
ワ
ン
監
督

や
圭
映
〉
「
ス
モ
ー
ク
」
「
ブ
ル
ー
・
イ
ン
・
ザ
・
フ
ェ
イ
ス
」

、
／
５
（
火
）
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

〈
ト
ー
ク
〉
中
原
俊
監
督
金
子
修
介
監
督

企
圭
映
〉
「
桜
の
花
」
「
咳
み
つ
き
た
い
」

ｕ
／
６
（
水
）
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

つ
だ
ろ
う
。

開
催
の
動
機
と
し
て
は
、
エ
ジ
ソ

ン
の
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
が
神
戸
に
上

陸
し
て
１
０
０
年
と
い
う
フ
ァ
ク
タ

ー
は
た
し
か
に
あ
る
。
正
確
に
言
え

ば
、
映
画
誕
生
１
０
０
年
は
去
年
だ

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル

兄
弟
の
開
発
し
た
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ

が
本
来
、
映
画
の
第
一
歩
と
さ
れ
る
。

の
ぞ
き
か
ら
く
り
式
の
キ
ネ
ト
ス
コ

ー
プ
は
映
画
１
０
０
年
を
う
た
う
に

は
、
や
や
苦
し
い
。
し
か
し
、
そ
ん

な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。
１
０
０

周
年
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
は
単
な
る

き
っ
か
け
。
神
戸
は
エ
ジ
ソ
ン
な
ら
、

そ
れ
で
い
い
。
こ
の
催
し
は
凡
百
の

祭
り
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

約
二
十
人
の
ゲ
ス
ト
、
約
七
十
本

の
映
画
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
国
際

映
画
祭
と
し
て
は
世
界
最
長
の
一
カ

月
の
開
催
期
間
。
そ
の
す
べ
て
が
、

震
災
か
ら
立
ち
上
が
る
人
々
へ
の
大

き
な
心
の
支
え
に
な
る
よ
う
に
と
企

画
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
巨
匠
ア

ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
を
は
じ
め
と
す

る
ゲ
ス
ト
た
ち
は
豊
富
な
経
験
を
も

と
に
、
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
語
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
ナ
チ
へ
の
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
運
動
と
民
主
化
運
動
を
経

験
し
た
ワ
イ
ダ
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統

一
を
経
験
し
た
ヘ
ル
マ
・
サ
ン
ダ
ー

ス
Ⅱ
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
イ
ラ
ン
大
地
震

を
経
験
し
た
ア
ッ
パ
ス
・
キ
ァ
ロ
ス

タ
ミ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
経
験
し
た

ダ
ン
・
ニ
ャ
ッ
ト
・
ミ
ン
、
文
化
大

革
命
を
経
験
し
た
陳
凱
歌
、
中
国
返

還
に
向
か
っ
て
揺
れ
る
香
港
を
拠
点

に
し
て
い
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド

イ
ル
。
そ
れ
ぞ
れ
が
激
動
の
歴
史
を

身
を
も
っ
て
体
験
し
、
人
間
の
宿
命

と
業
を
見
つ
め
て
き
た
。

太
平
洋
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
神

戸
、
大
震
災
で
破
壊
さ
れ
た
神
戸
が

半
世
紀
の
隔
た
り
を
お
い
て
登
場
す

る
「
瀬
戸
内
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
セ
レ

ナ
ー
デ
」
は
ま
さ
に
こ
の
映
画
祭
に

ぴ
っ
た
り
の
新
作
と
し
て
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
作
品
に
選
ば
れ
た
。
ヨ
ル

チ
ャ
ッ
ク
先
生
」
「
林
檎
の
木
」
「
そ
し

て
人
生
は
つ
づ
く
」
「
大
地
と
自
由
」

「
鯨
の
中
の
ジ
ョ
ナ
」
「
道
」
な
ど
多
く

の
上
映
作
品
に
は
人
間
の
尊
厳
が
あ

ざ
や
か
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
終
日
の
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
・
イ
ベ
ン
ト
。
最
後
の
作
品
「
二

十
四
の
瞳
」
の
上
映
後
、
高
野
悦
子

実
行
委
員
長
が
「
神
戸
映
画
宣
言
」

を
発
表
す
る
。
そ
れ
が
ど
ん
な
内
容

に
な
る
か
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い

が
、
映
画
祭
の
精
神
を
盛
り
込
み
、

未
来
へ
つ
な
が
る
内
容
に
な
る
は
ず

だ
。未

曾
有
の
体
験
を
し
た
都
市
で
開

か
れ
る
国
際
映
画
祭
が
人
間
の
歩
み

に
大
き
な
一
ペ
ー
ジ
を
残
す
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
だ
。

霊m T F 裟藍栂

アッバス･
キアロスタミ監督

熟熱#‘‘
〈
ト
ー
ク
〉
ア
ッ
バ
ス
・
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
監
督

〈
上
映
〉
「
友
だ
ち
の
う
ち
は
ど
こ
？
」
「
そ
し
て
人
生
は
つ
づ
く
」

「
オ
リ
ー
ブ
の
林
を
抜
け
て
」

ｕ
／
７
（
木
）
神
戸
朝
円
ホ
ー
ル

〈
ト
ー
ク
〉
シ
ン
シ
ア
・
ス
コ
ッ
ト
監
督
小
栗
康
平
監
督

〈
上
映
〉
「
森
の
中
の
淑
女
」

「
眠
る
男
」

ｕ
／
９
（
土
）
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

〈
ト
ー
ク
〉
陳
凱
歌
監
督

〈
上
映
〉
「
さ
ら
ば
、
わ
が
愛
／
覇
王
別
姫
」
「
花
の
影
」

ｕ
／
１
（
日
）
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

〈
神
戸
映
画
宣
言
〉
高
野
悦
子

〈
上
映
〉
「
二
十
四
の
崎
と
（
次
ぺ
Ｉ
ジ
に
つ
づ
く
）

１
９３

｢ 瀬戸内ムーンライト・
セレナーデＩ

職
難；
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、
／
６
（
水
）
神
戸
国
際
会
館
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ

「
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ
」

ｕ
／
８
（
金
）
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

、
／
９
（
土
）
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
シ
ア
タ
ー

「
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
」

、
／
、
（
日
）
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」

ｕ
／
、
（
日
）
．
、
（
月
）
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
シ
ア
タ
ー

日
ｉ
マ
の
休
日
」

ｕ
／
皿
（
水
）
以
降
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
シ
ア
タ
ー
「
道
」

ｎ
／
皿
（
木
）
「
シ
ェ
ー
ン
」

ｕ
／
巧
（
金
）
「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
」

、
／
鵡
（
土
）
「
ゴ
ー
ス
ト
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
幻
」

、
／
万
（
日
）
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

淀
川
長
治
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
釦

打
／
６
〜
釦

１１１１１１１１１１グ１１１１１１１１
／／／／／し／／／／
２９２８２７２４２３イ２２２１２０１８

釜末永百税ｚ釜采永同
一〆～グ－戸一夕～〃 ー〆角一声、－〆ーダ

ヨ弓言弓弓 言言言弓

天哀鉄第七ギス雨ス
井愁道三人ルテにピ
桟一員ののパイ唄Ｉ
敷一男侍Ｉンえド
の ｰ ｰ トグぱー

色ニー

し
「
赤
い
蓄
蔽
白
い
蓄
蔽
」
「

一
、
／
昭
（
水
）
「
お
か
え
り
」

齢
コ
ー
ャ
ム
」
「
暗
恋
桃
花
源
」

鋤
、
／
皿
（
木
）
「
赤
い
菩
荷

癖
白
い
萱
微
」
「
天
の
馬
」
「
あ

一
戸
な
た
に
夢
中
で
」

神
、
／
巧
釜
）
「
ト
ウ
１
．

｜
カ
ッ
プ
ス
」
「
暗
恋
桃
花
源
」

ア
ジ
ア
フ
イ
ル
ム
フ
ェ
ア

Ⅷ
／
７
〜
洞
／
率

ｕ
／
７
（
木
）
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
「
カ
ッ
プ
ル
ズ
」

、
／
加
（
日
）
独
晶
日
ホ
‐
ル

「
ニ
ャ
ム
」
ダ
ン
・
ニ
ャ
ッ
ト
・
ミ
ン
監
督
来
神

ｕ
／
Ⅲ
（
日
）
神
戸
市
立
博
物
館
地
階
講
堂

キ
ァ
ロ
ス
タ
ミ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
入
替
）

穴
ン
と
裏
通
り
」
「
ト
ラ
ベ
ラ
ー
」

「
ホ
Ｉ
ム
ワ
ー
ク
」
「
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
」

、
／
Ⅳ
（
日
）
神
戸
市
立
博
物
館
地
階
講
堂

「
夜
半
歌
葺
」
弱
ン
ベ
イ
」

ｕ
／
調
続
）
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

特
別
試
写
会
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

皿
／
９
（
土
）
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
」
「
神
様
へ
の
贈

り
物
」
「
ト
ゥ
ー
・
カ
ッ
プ
ス
」

ｎ
／
皿
（
日
）
「
天
の
馬
」
「
あ
な
た
に
夢
中
で
」
宗
い

董
微
白
い
菩
穂
」

、
／
工
（
月
）
「
あ
る
時
一
度
」
「
ト
ゥ
ー
・
カ
ッ
プ
ス
」

ｊ
「
お
か
え
り
」

轄
皿
／
辺
（
火
）
「
ス
ケ
ッ
チ
・
オ
ブ
・
Ｐ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

し
「
赤
い
茜
蔽
白
い
蓄
蔽
」
「
川
の
流
の
よ
う
に
」

；

「
あ
る
時
一
度
」

、
／
恥
（
土
）
ジ
ャ
ワ
の
影
絵
ワ
ャ
ン
・
ク
リ
「
カ
ン

チ
く
ん
の
冒
険
」
「
ク
レ
ス
ノ
使
者
に
立
つ
」

ｕ
／
Ⅳ
（
日
）
「
神
様
へ
の
贈
り
物
」
「
お
か
え
り
」
「
ス

ケ
ッ
チ
・
オ
ブ
・
Ｐ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

》
鍵
懲
灘
蕊
鎮
鶴
灘
鱗
》
磯
鱗
鐸
繍
露
鱗
鍵
鍵
譲
議
鱗
灘
鍵
織
鱗
鵜

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
イ
ル
の
世
界

、
／
、
（
日
）
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

〈
ト
ー
ク
〉
疾
走
す
る
青
春

〈
上
映
〉
「
天
空
小
説
」
「
フ
ォ
ー
・
フ
ェ
イ
セ
ス
・
オ

ブ
・
ジ
・
ア
イ
」
「
香
港
Ｍ
Ｔ
Ｖ
」
「
タ
ケ
オ
・
キ
ク
チ
」

ｕ
／
皿
（
日
）
〜
理
（
木
）
ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー

〈
写
真
展
〉
パ
ッ
ク
リ
ッ
ト
・
パ
イ
・
ザ
・
ム
ー
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
映
画
祭

打
／
配
〜
洞
／
釦

神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

蕊鵜識驚

｢ 天の馬」

饗謹：識ご麹擬琶蚕ク冒賃要天尋ョ員悪冨弓

; 難蕊i ; i譲
蓄塞鯛霊

;;R壷5 h F 民, 鍵蓉謹選蝿、

｢ 七人の侍」

☆
シ
ネ
・
モ
ー
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

、
／
羽
（
祝
）
シ
ャ
ル
レ
ホ
ー
ル

「
口
Ｉ
マ
の
休
日
」
「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」
「
ア
ン
タ
ッ
チ

ャ
ブ
ル
」
「
ア
ン
カ
ー
ウ
ー
マ
ン
」
「
恋
す
る
惑
星
」

「
の
言
一
一
三
の
ダ
ン
ス
？
」
を
イ
メ
ー
ジ
ヒ
ン
ト
に
し

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

☆
カ
ラ
ベ
リ
・
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

、
／
鍋
（
祝
）
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

曲
目
「
あ
る
愛
の
詩
」
「
シ
エ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
」
「
愛

を
も
う
一
度
」
な
ど

｢ 第三の男」

人
々
」

、
／
鋤
（
土
）
「
エ
デ
ン
の
東
」

鶴’
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4１

K A V C シアター( 神戸アートビレッジセンター）
神戸高速ｆ新開地」駅東出口より徒歩約5 分、ＪＲ「神戸」訳より
徒歩約1 0 分、市営地下鉄「渋川公園」駅より徒歩約1 5 分
神戸市兵庫区新開地5丁目3 - 1 4 T E L ､ 0 7 8 厨5 1 2 . 5 5 0 0

神戸新聞松方ホール
神戸高遠「高遠神戸」駅から徒歩約7 分、ＪＲ「神戸」駅から徒歩
約5 分（ハーバーランド内）
神戸市中央区東川崎町1 . 7 . 4 T E L O 7 8 - 3 6 2 - 7 1 1 1

神戸文化ホール
神戸高速「高速神戸」駅より徒歩約3 分、ＪＲ『神戸」駅より徒歩
約5 分、市営地下鉄「大倉山」駅下車すぐ
神戸市中央区楠町4丁閏2 - 2 T E L ､ 0 7 8 . 3 5 1 - 8 5 3 5

神戸国際会館ハーバーランドプラザ
訳より徒歩約5 分〈ハーバーランド内）
区東川崎町1平－１T E L ､ 0 7 8 . 3 5 1 . 5 9 3 1

神戸市産業振興センター
神戸高班「高速神戸」駅より徒歩約7 分（ハーバーランド内) 、
ＪＲ「神戸」駅より徒歩約5 分、阪神I ・西元町」駅より徒歩約5 分
神戸市中央区束川崎町1. 8 - 4 T E L , 0 7 8 . 3 6 0 . 3 2 0 0

神戸海洋博物館
ＪＲ・阪神1 . 元町｣ 、阪急「高速花隈」駅より徒歩約1 0 分
< メリケンパーク内）
神戸市中央区波止場町2 - 2 T E L ､ 0 7 8 . 3 9 1 . 6 7 5 1 〈代）

神戸朝
ＪＲ・阪神ｒ 町｣ 駅より徒歩約5 分､ ＪＲ｢ 三ﾉ 宮」

･ ポートライナーの各｢ 三宮｣ 駅より
浪花町５９T E L O 7 8 - 3 3 1 - 6 3 6 2

神戸市立
ＪＲ・阪神『元町占駅より南へ徒歩約1 0 分、ＪＲ＝ノ宮虫駅ま: は阪
急･ 阪神・地下鉄・ポートライナーの各｢ 三宮｣ 駅より南へ徒歩約1 0 分
神戸市中央区京町２４T E L . O 7 8 - 3 9 1 - 0 0 3 5

シャルレホール

ポートライナーーＩ中埠頭」駅下車、南西

スペースシアター
ＪＲ「神戸」駅より地下. 通路徒歩約3 分
ハーバ・・サーカスB 1 F 前

チケットブレゼント

☆オープニングセレモニー（1 1 / 2 ）…………………１０名
☆「ドクトル・ジバゴ」（1 1 / 6 ）……………………5 0 名
☆クロージングセレモニー（1 2 / 1 ）…………………１０名
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田
崎
俊
作
〈
》

聞
き
手
小
泉
康
夫

画
Ｋ
Ｆ
Ｆ
妬
’
第
８
回
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
集

リ

ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｉ

「
ヌ
ー
ベ
ル
神
戸
」
を
テ
ー
マ
に

神
戸
の
ま
ち
に
活
気
を
！

〈
Ｋ
Ｆ
Ｆ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
推
進
委
員
会
委
員
長
田
崎
真
珠
社
長
〉

〈
月
刊
神
戸
っ
子
社
長
〉

継
続
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
お
考

え
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

田
崎
や
は
り
ブ
ラ
ン
ド
や
デ
ザ
イ
ン
を
定
着
さ
せ
る
の
は
、
一

朝
一
夕
に
は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
特
に
優
秀

な
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
日
本
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
生
ま
れ
て
く
る
。
ミ
ラ

ノ
や
Ｎ
・
Ｙ
、
パ
リ
に
並
ん
で
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
有
名
に
な

る
こ
と
が
最
終
的
な
目
標
で
す
か
ら
、
積
み
重
ね
が
大
事
。
後
何

十
年
か
か
る
か
、
慌
て
て
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
ア
ジ
ア
の
時
代
で
す
か
ら
、
中
国
、
日
本
、
韓
国
、

台
湾
が
ア
ジ
ア
を
引
っ
張
っ
て
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
あ

っ
が
て
い
か
な
け
れ
ば
。
こ
れ
が
新
し
い
勢
力
に
な
り
ま
よ
・
今

は
西
洋
風
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
束
洋
風

を
い
か
に
取
り
入
れ
て
世
界
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
り
得
る
か
ど

う
か
で
す
。

小
泉
一
回
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ら
花
火
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
二
三
回
続
け
れ
ば
文
化
に
な
り
ま
す
。

田
崎
韓
国
も
中
国
も
、
い
ま
経
済
成
長
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
り

ま
す
が
、
今
後
ま
す
ま
す
生
産
が
活
性
化
し
て
い
け
ば
、
西
洋
文

化
と
東
洋
文
化
の
二
極
化
が
起
こ
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。

１
４２

１

小
泉
今
年
で
八
回
を
迎
え
る
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
、
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
実
行
委
員
長
と
し
て

各
業
界
に
激
を
飛
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

田
崎
委
員
長
も
三
年
が
限
度
で
、
そ
ろ
そ
ろ
交
替
の
時
期
だ
と

思
っ
て
い
た
ん
だ
が
、
震
災
で
延
び
て
し
ま
っ
て
も
う
（
委
員
長

を
務
め
て
）
五
年
に
な
る
か
な
。
去
年
に
続
い
て
今
年
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
も
、
「
震
災
の
復
興
」
と
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
神

戸
の
振
興
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
神
戸
市
の
活
性

化
の
た
め
、
ま
た
市
民
を
元
気
づ
け
る
た
め
に
我
々
が
街
に
出
て

み
な
さ
ん
と
密
着
し
た
形
で
行
事
を
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

こ
の
四
、
五
年
ほ
ど
続
け
て
世
界
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や

衣
裳
展
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
“
ハ
イ
カ
ラ
な
神
戸
”

“
ペ
リ
ー
神
戸
”
を
テ
ー
マ
に
い
か
に
神
戸
ら
し
さ
を
打
ち
出
し

て
い
く
か
が
問
題
に
な
る
と
。

小
泉
特
に
今
年
は
テ
ー
マ
が
「
ヌ
ー
ベ
ル
神
戸
」
と
い
う
こ
と

で
、
い
つ
も
神
戸
か
ら
新
し
い
…
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
ね
。
．

と
こ
ろ
で
、
「
キ
ッ
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
コ
ン
ポ

ー
ズ
ド
」
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
、
多
い
も
の
で

（
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
か
ら
）
二
○
数
回
続
い
て
い
る
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ど
ん
業
界
か
ら
注
文
を
出
し
て
民
間
で
活
用
す

る
べ
き
で
す
よ
。

昭
和
四
八
年
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
を

し
て
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が
で
き
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
拠
点
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

は
神
戸
に
と
っ
て
幸
い
で
し
た
。
特
に
真
珠
業

界
に
は
活
力
が
あ
り
ま
す
ね
。

田
崎
え
え
、
う
ち
の
真
珠
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
お
客
さ
ん
も
、
見
物
と
い
う
よ
り

も
今
に
も
手
が
で
そ
う
で
、
購
買
意
欲
が
あ
り

ま
す
よ
。
震
災
で
落
ち
込
ん
で
い
た
需
要
も
思

っ
た
よ
り
早
く
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

全
国
、
い
や
、
世
界
中
か
ら
人
を
集
め
ら
れ

る
魅
力
を
持
っ
た
神
戸
に
し
た
い
で
す
ね
。

田崎俊作K F F ファッションイベント推進委員会委員長

そ
こ
に
着
眼
し
て
我
々
も
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ

ば
。
来
年
七
月
に
は
、
藤
本
ハ
ル
ミ
先
生
が
日
本
の
着
物
地
や
帯

地
を
使
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
さ
れ
る
そ
う
で
す
し
ね
。

小
泉
フ
ラ
ン
ス
も
東
洋
の
神
秘
、
美
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
一
方
で
、
神
戸
の
特
徴
と
し
て
衣
・
食
・
住
を
総
括
し
た
独
自

の
生
活
文
化
が
あ
り
ま
す
が
。

田
崎
え
え
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
灘
五
郷
の
銘
酒
と
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
も
う
と
い
う
新
し
い
試
み
が
あ

る
ん
で
す
が
、
評
判
は
上
々
で
す
。

つ
ね
に
、
国
際
化
を
に
ら
ん
だ
動
き
が
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で

す
。
特
に
中
国
は
い
い
な
。
や
っ
ぱ
り
何
事
も
教
育
か
ら
と
い
う

意
識
が
あ
っ
て
、
北
京
大
学
に
広
報
宣
伝
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
で

き
た
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
美
術
の
学
校
設
立
の
動
き
が
あ
っ
た

り
、
政
府
上
層
部
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
意
識
が
非
常
に
高
く
て
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
分
野
で
も
大
き
な
力
を
つ
け
て
く
る
と
思
う
よ
。

神
戸
も
、
神
戸
の
良
さ
だ
け
に
耽
溺
し
て
い
て
は
い
け
な
い
。

神
戸
は
山
も
海
も
あ
る
し
、
食
べ
物
も
お
い
し
い
し
、
風
土
的
に

も
恵
ま
れ
て
い
て
、
「
何
ク
ソ
ー
」
と
い
う
気
概
が
な
い
。
“
貧

困
・
飢
餓
”
と
い
う
の
は
、
大
き
な
教
育
で
あ
り
物
事
を
動
機
づ

け
る
大
き
な
契
機
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

小
泉
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
震
災
と
い
う
の
は
神
戸
に
と
っ
て

も
手
痛
い
試
練
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

田
崎
そ
う
で
す
ね
、
し
か
し
今
回
の
こ
と
も
災
い
転
じ
て
福
と

な
し
て
い
か
な
け
れ
ば
。
な
ん
と
い
っ
て
も
神
戸
は
二
十
数
年
前
、

「
重
工
長
大
」
で
経
済
が
進
ん
で
い
た
時
代
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

都
市
宣
言
を
し
た
。
こ
れ
は
衣
食
住
遊
を
融
合
さ
せ
た
ト
ー
タ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化
の
先
駆
け
と
な
っ
た
わ
け
で
、
ま
た
そ
れ

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
）
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
を
市
な

り
、
商
工
会
議
所
な
り
で
考
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

小
泉
九
月
末
に
は
阪
神
高
速
も
開
通
し
ま
す
し
、
今
度
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
す
べ
て
の
行
事
が
復
興
の
峰
火

（
の
ろ
し
）
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

田
崎
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
や
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
、
神
戸

ら
し
い
開
拓
の
地
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
も
活
性
化
の
ね

ら
い
が
あ
り
ま
す
。

小
泉
来
年
四
月
に
は
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
も
で
き
ま
す
し
ね
。
市
の
施
設
と
い
っ
て
も
、
ど
ん

１
４３

１
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色あざやかで力強い千秋さんの
作品は、見ているだけで復興の
力が沸き上がる、

財
団
法
人
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
で

は
、
冒
○
弓
①
一
』
⑦
属
○
国
園
（
ヌ
ー
ベ
ル
神

戸
）
〜
い
つ
も
神
戸
か
ら
、
新
し
い
〜
」

を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
『
第
８
回
神
戸
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
略
称
“

Ｋ
Ｆ
Ｆ
妬
匡
を
開
催
す
る
。
同
事
業
の

一
環
で
も
あ
る
「
グ
ル
メ
デ
ィ
ア
観
○
画
固

妬
」
と
し
て
は
、
Ⅲ
月
ｎ
日
（
金
）
に
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
に
て
料
理
評
論
家
の

山
本
益
博
氏
が
司
会
進
行
を
務
め
大
盛
況

に
て
終
了
し
た
【
神
戸
の
酒
と
食
の
愉
し

き
出
会
い
】
を
は
じ
め
と
し
て
、
【
神
戸

洋
菓
子
パ
ラ
ダ
イ
ス
】
〔
滞
日
閉
ス
ペ
シ
ャ

ル
神
戸
“
食
脈
ア
イ
ラ
ン
ド
】
、
宮
〃
昌
勝

フ
ェ
ス
タ
神
戸
旨
周
○
罵
嗣
巳
を
核
に
実

施
。
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
た
け
な
わ
の
旭

月
に
か
け
て
、
ま
す
ま
す
神
戸
は
盛
り
上

が
り
を
み
せ
る
。

第
８
回
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
（
Ｋ
Ｆ
Ｆ
舌

⑳
×
参
ョ
器
ス
ペ
シ
ャ
ル

神
戸
“
食
”
ア
イ
ラ
ン
ド

神
戸
の
酒
と
多
彩
な
グ
ル
メ
を
満
喫
で
き

る
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
。
人
気
ラ
ジ
オ

Ｄ
Ｊ
ジ
ー
ン
長
尾
に
よ
る
司
会
と
、
８
人

綱
成
の
人
気
バ
ン
ド
、
団
碍
跨
○
扇

団
○
月
胃
○
ご
団
局
壁
勝
田
津
ｚ
ロ
（
ブ
ラ
ッ
ク

②
神
戸
洋
菓
子
パ
ラ
ダ
イ
ス

今
年
で
第
３
回
を
迎
え
る
人
気
イ
ベ
ン

ト
。
本
年
は
、
神
戸
を
代
表
す
る
洋
菓
子

メ
ー
カ
ー
岨
社
が
参
加
し
、
「
デ
ギ
ス
タ

シ
オ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
に
伝
統

と
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
ひ
と
口
サ
イ
ズ

の
窪
菓
子
の
数
々
が
お
酒
落
に
楽
し
め
る
。

〈
日
時
〉
淵
月
６
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

〈
会
場
〉
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
大
輪
田
の
間

〈
料
金
〉
１
５
０
０
円

会長藤本ハルミ

＊
千
秋
育
子
（
せ
ん
し
ゅ
う
・
や
す
こ
）
さ
ん

１
９
６
６
年
大
阪
生
ま
れ

１
９
８
８
年
会
社
内
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
経
て
、

フ
リ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
独
立
。

広
告
、
雑
誌
の
イ
ラ
ス
ト
を
中
心
に
、
カ
ラ
フ

ル
で
お
酒
落
な
作
品
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い

る
。

●
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
色
鮮
や
か
な

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
が
神
戸
の
街
を
賑
わ
せ
て

い
る
。
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
は
、
神
戸

を
象
徴
す
る
建
造
物
と
し
て
市
民
か
ら
も

圧
倒
的
な
支
持
と
人
気
を
誇
る
ポ
ー
ト
タ

ワ
ー
を
採
用
ｑ
神
戸
の
復
興
を
支
援
す
る

愛
ら
し
い
天
使
が
舞
い
降
り
る
イ
メ
ー
ジ

で
作
ら
れ
た
垂
れ
幕
を
タ
ワ
ー
の
前
面
に

配
し
、
新
し
い
神
戸
と
明
る
い
未
来
を
表

現
し
て
い
る
。
天
使
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
雑

誌
な
ど
で
活
躍
中
の
千
秋
青
子
さ
ん
の
作

ｐ
ｍ
ｏ

Ｋ､Ｆ､Ｍ、Ｋ､Ｆ､Ｍ・

会長藤本ハルミ

神戸市中央区山本迦丁月２－７
オートクチュールマーガレット

ＴＥＬ. O 7 8 - 2 4 2 - 5 6 9 0

神戸市中央区山本遡2 丁目２－７
オートクチュールマーガレット

T E L p O 7 8 - 2 4 2 - 5 6 9 0
１
４４

１

藤野洋裁所

藤野芙美子

神戸市兵庫区湊川町９－１８－７
ＴＥＩ- 0 7 8 - 5 1 1 - 7 8 3 6

株式会社ボン・アンジュ

代表取締役寺山満春
神戸市東灘区向洋町中６－９

ＫＦＭ３Ｗ･ ‐0 ３
T E L O 7 8 - 8 5 7 - 8 3 3 0

ピッティ
株式
ジャパン
会社

大丸梅田店･ 大丸神戸店・大丸芦屋店

取締役社長荒津治
神戸市灘区大和町3 丁I i l - 蝿
TEL , 0 7 8 - 8 4 3 - 9 8 9 0

株式会社パール

代表取締役松岡賢蔵

神｝『市中央
ＴＥＩ－Ｏ７

灰半田町3 －１－１８
8 - 2 3 1 - 4 8 8 9

神戸ファッション専門学校

校長鈴木章子

吋
皿

ね 中央K l Z l 呑通6 －７
0 7 8 - 2 4 1 - 8 6 1 1

株式会社ウイリー

代表取締役兼松績
神戸『| 沌測区向洋町中6 . . 9

K r M 3 S - 1 2
T E L ､ 0 7 8 - 8 5 7 - 8 2 2 5

株式会社モードリンタ

代表取締役滝浦幸衛

神戸市須時区弥栄台3 - - 1 3 - 3
T E L O 7 8 - 7 9 5 - 5 0 0 0

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



繍憲霞 騨膨 ボ
ト
ム
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
）
の
ラ
イ
ブ
演

奏
を
ま
じ
え
、
神
戸
を
代
表
す
る
グ
ル
メ

を
集
め
た
、
活
気
あ
ふ
れ
る
内
容
で
展
開
。

自
時
〉
担
月
把
日
（
水
）
午
後
６
時
釦
分
〜

〈
会
場
〉
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
ェ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
瑞
天
の
間

〈
料
金
〉
４
５
０
０
円

③
×
ョ
閉
フ
ェ
ス
タ

神
戸
ヨ
ヵ
○
六
六
○

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
リ
ー
ス
に
代
表
さ

れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
用
品
は
全
国
で
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
誇
る
神
戸
の
地
場
産
業
の
ひ
と

つ
。
そ
の
ク
リ
ス
マ
ス
産
業
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
文
化
産
業
を
広
く
紹
介

し
、
振
興
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
が
こ
の
貢

，
日
用
フ
ェ
ス
タ
神
戸
旨
詞
○
属
属
○
」
。
イ
ベ

ン
ト
は
、
第
１
部
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
と
、

第
２
部
の
ナ
イ
ト
パ
ー
テ
ィ
の
二
部
仕
立

て
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
１
部
で
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
豪
華
な
装
飾
を
施
し
た
会

場
で
ゲ
ー
ム
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り

潔費蕊簿鋳鶴溌霧識

いつも神戸から . 新しい．…‘………電…

”いつも神戸から、新しい, ’をキャッチコピーにヌーベル
神戸をアピール。

4 ５

灘 ;蕊

、
ノ
園
お
問
い
合
わ
せ
先

テ
レ
フ
ォ
ン
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
８
）
３
０
６
．
５
４
０
０

〆
、

広
げ
、
子
供
達
を
中
心
と
し
て
楽
し
め
る

内
容
。
一
方
、
第
２
部
で
は
、
総
額
３
０

０
万
円
相
当
の
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
商
品
が
当

た
る
大
抽
選
会
や
、
人
気
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル

ー
プ
、
チ
キ
ン
・
ガ
ー
リ
ッ
ク
・
ス
テ
ー

キ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
交
え
、
神
戸
な
ら
で

は
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ル

メ
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
る
。

〈
日
時
〉
担
月
翠
日
（
日
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
／
正
午
〜

ナ
イ
ト
パ
ー
テ
ィ
の
部
／
午
後
７
時
帥
分
〜

〈
会
場
〉
神
戸
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ

ー
ズ
六
甲
の
問

〈
料
金
〉
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
／
無
料

ナ
イ
ト
パ
ー
テ
ィ
の
部
／
７
０
０
０
円

Ｋ､Ｆ､Ｓ、
会長石原暁美
副会長中村妙雅

西隙幹男
木庭旋知
村岡圭

偶砺副
神戸市中央区下山子通3 －１－１８
T E m ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

Ｋ､Ｆ､Ｃ、

会長中西省伍
サロン・ド・モーード巾両

神戸市巾央区1 f l I』乎通3 - 1 2 - 1 7
T E L O 7 8 - - 3 2 1 - 3 7 0 7

クチュールアトリエ

ＡｎＡｋｅｍｉ

石原暁美

声屋市人桝可１－１５
ＴＥＬ､0797-31-1790

学校法人田中千代学園
田中千代服飾専門学校

学校長足立幸子

芦儲I F大腺町2 1 - 1 5
TEL,0797-31-0601

株式会社チクマ

代表取締役社長藤山篤

神j 『市中央区元町通3 －２－１８
T I 3 1 - O 7 8 - 3 3 3 - 9 1 0 1

☆伝わる真どころ最高の風格

③柴田音吉洋服店

神戸市巾央区尤町逆4 －２－２２
T E L O 7 8 - 3 1 1 - 0 6 9 3

株式会社
メンズハウスグループ

代表取締役中村妙子

神戸市巾央区三富町1 - 8 - 1 ‐n 6
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 3 9 1 5

モードメイトミチコ
タンスの中のルネッサンス」

和服から洋服へ

篭宰藤井美智子

神戸市東灘区本山北町5 - 1 3 - 1 1
T E L ､ 0 7 8 . - 4 3 1 - 8 0 5 1
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女’性パワーが企業を変える

｢ あなたも女性社長をめざせ
社長・リーダー・母…人間関係著者佐野仁美
生きる姿勢と身体の姿勢の大切さを説く発行産能大学出版部

15 0 0円

震災後いちはやく月刊神戸っ子の編集室
にかけつけて励まして下さった『株式会社
ソエールｊの佐野仁美社長が、待望の書
【～女性パワーが企業を変える～あなたも
女性社長をめざせ】を、産能大学出版部か
ら発刊、話題を呼んでいる。
1 9 歳から手探りの社長業を2 6 年。男尊女卑
の日本において、女性企業家として、また
革新的なビジネス展開をしてきた中での苦
労が生み出したものである。
心理学・大脳生理学でも唱えている人間の
思考・人格の基礎は3 歳までに出来上がる。
その8 0 ％が母親の影響を受ける。猫背・下
半身肥大の母親と歩く娘も猫背・下半身肥

大……癖、しぐさが似るため、姿勢や筋肉
の動きが似る。
本書の推薦者、九州大学名誉教授・池見酋
次郎博士力説の「立腰｣ 、いわゆる良い姿勢
が人間としての営みの全てを司り、健康と
自己実現への秘訣となる、など腰は身体の
要であるように社長業・母親業の要となる
心理的なところも読みどころである。
ソエールが体型のみならず、健康にまで良
い影響を及ぼしているこの不思議な製品が
なぜできたのか、なぜ女性にエールを送る
のか、壁にぶつかりながら志を貫いてきた、
ノウハウがぎっしり詰まったこの本、今月
初旬から全国書店で好評発売中。

〈懸賞論文募集〉
題：「女性の自立」学生部門。一般部門賞金総額1 0 0 万円

資格：１０～6 0 歳代の女Ｉ性応募要項は下記まで

⑳応募規定4 0 0 字詰め原稿用紙５枚程度、ワープロ原稿も
表紙にテーマ、住所、氏名、年齢、電話番号、職業を明記

⑤応募先〒8 1 2 福岡市博多区博多駅前４－４－２１
グリーンビル２
（株) ソエール「女性の自立」論文係 4６
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4７

側４

数年前のバブル崩壊以来、「見直し」という言莱をよく耳にす
るようになりました。今まで見過ごしていたものを反省し改善
することです。主にはお金のことであるものの、その気運は個
人レベルまで至り、私自身までもが今の生き方はこれで良いの
か、時間の浪費はしていないだろうか、などと三日坊主を棚に
上げてずいぶん考えもしたものです。ただ、この「見通し」の
風潮が自然とつき合い方に波及したのは非滝に良かったと感じ
ます。例えば高速道路を建設する場合、川の上に沿いながら、
ただ「邪魔」にならないことのみを念頭においた場合。あるい
は川の氾濫を防ぐため、直線的に川を「加工」して、堤防を高
くコンクリートで固め、生き物の生態を変えてしまった率例な
ど、人間の都合のみに重きを置いた「見直し」の必要な結果を
生んでいたことに、遅まきながら気付いたことは安心すべきこ
とです。とはいえこれも延いては「人間の都合」であることに
違いはないのですが…。
この一年おつき合いいただきましてありがとうございました。

関鯵・関脇から始まって、その生態や環境を考えながらそれぞ
れの料理を作り続けたのですが、冒険ではあったものの、皆様
のおかげで楽しく続けられ、早くも最終回を迎えることとなり
ました。
今回は海の幸のオンパレードです。
鞄、真蛸、アオリイカ、ムール貝、帆立貝、岬、オマール海

老。それに純粋のブルゴーニュ種エスカルゴも使います。フラ
ンスではエスカルゴも魚料理の大切な素材ですので、今回の特
別参加となりました。どれも鮮度抜群で、個人的に大好きなも
のばかり。楽しみです。
腿、アオリイカ、岬、真蛸は紀州。ムール貝は的矢。それに

北海道の帆立貝とカナダのオマール海老。エスカルゴは三重県
松阪産です。このエスカルゴ。フランスでは絶滅状態にある品
種を日仏友好の証にごく少数譲り受けたものを1 0 年間研究を重

、

ね､やっとの思いで,万匹まで増やしたものです｡フランスのエ、
スカルゴ牧場や加工場へ見学にゆくと、独特の匂いでしばらく
食欲を失うほどなのですが、三重のものは素晴らしい衛生状態
を保たれ、餌はもちろん、空気や水といったところまで厳選し
て飼育されている徹底ぶりには頭が下がります。私も先日伺っ
て与える餌を食べてみたのですが、これがことのほか美味しく、
これなら良いエスカルゴが生まれるのも合点がゆくと大納得し
てしまいました。やはりその素材を囲む全ての要素がそろわな
い限り良いものは出来ません。これからの素材はこういう姿勢
が大切ではないでしょうか。
生物はとりあえず成長します。たとえ何か少しの栄養素が不

足しても、それなりに大きくもなり数も増えるものですが、そ
の欠けている「何か」を補充するためには、「人間の協力」なく
しては不可能な環境の摂理になっているのではないでしょうか。
大義名分「自然保誰」なりとて、最終的に人間のためならば、
もっともっと出来ることがあると思います。
微弱な力も価値ある行動だと自己をもう一度「見直し｣ 、食か
ら通じるあらゆる事柄に、深い決断の連続で生きて生きたい、
そんな気分でP o i s s o n 塾を締めくくりたいと思います。

識灘
ムール貝と完熟トマトのスープ許とオマール海老のアンサンブル

③海の幸のメニュー●
飽と桃のカクテル、山芋和え

真蛸、針烏賊の新子とエスカルゴのパイ
ムール貝と完熟トマトのスープ

帆立貝のﾊ ﾝ パｰ グ仕立て､ ロックフオールチーズ風味
好とオマール海老のアンサンブル

お菓子のシャンピニオン

~P,dIiiit
1Ｎ1‐

RIRＩ
ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ バトリー

■お問い合わせ
レストランパトリー

神戸市中央区二宮町4 - 2 0 - 5 （ホテルピエナ神戸２Ｆ）
T E L O 7 8 - 2 7 2 - 1 3 1 3

ノ
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の男と女

ジャズトランペッターの

タイガー大越

対談シリーズ

雁
ｌ
近
頃
、
何
か
に
「
と
き
め
い
た
」
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

タ
イ
ガ
－
ぼ
く
、
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
。
朝
、
早
く
起
き
て
散
歩
す
る

ん
だ
け
ど
、
こ
の
間
旭
川
市
に
滞
在
中
、
石
狩
川
に
は
表
情
が
あ
る
な
と
か
．

川
す
ら
も
流
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
川
が
「
オ
ー
イ
、
俺
は
大
変
だ
」
っ
て

い
っ
て
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
と
き
も
あ
る
。

朝
に
は
朝
の
ニ
オ
ィ
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
ニ
オ
イ
を
唄
ぎ
た
く
っ
て
早
起

き
す
る
と
か
。
烏
の
鳴
き
声
が
聞
け
る
と
か
。
演
奏
中
に
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

を
吹
い
て
る
意
識
が
無
く
な
る
と
か
。

タ
イ
ガ
Ｉ
ぼ
く
た
ち
は
練
習
し
て
練
習
し
て
、
最
後
の
ゴ
ー
ル
は
楽
器
を

演
奏
し
て
る
と
い
う
意
識
を
無
く
し
た
い
為
に
練
習
し
て
る
か
ら
、
数
秒
で

も
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
る
意
識
が
無
く
な
る
と
き
が
あ
る
。

佐
々
木
吹
か
さ
れ
て
る
っ
て
こ
と
か
し
ら
。

私
は
時
々
講
演
な
ん
か
で
『
春
琴
抄
』
の
一
人
芝
居
を
や
る
ん
で
す
ね
。

薬
問
屋
の
娘
の
春
琴
は
目
が
見
え
な
い
ん
だ
け
ど
、
あ
る
と
き
春
琴
に
な
り

き
っ
て
、
目
を
閉
じ
て
芝
居
を
し
て
た
ら
、
最
後
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
涙

が
で
て
き
た
。
そ
ん
な
瞬
間
か
も
し
れ
な
い
。
あ
れ
は
と
き
め
き
な
ん
て
生

易
し
い
も
の
で
は
な
い
け
ど
ね
。

タ
イ
ガ
ー
ス
テ
ー
ジ
ヘ
行
く
と
き
、
今
日
は
ど
ん
な
出
来
事
が
あ
る
だ
ろ

う
っ
て
行
く
も
の
。
ベ
ス
ト
の
状
態
で
出
ら
れ
る
っ
て
の
は
、
プ
ロ
と
し
て

当
た
り
前
だ
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
も
の
が
で
き
た
と
き
は
自
分
も
び
っ
く
り

し
て
る
し
、
喜
び
に
な
っ
て
る
。
す
ご
く
ヘ
ル
シ
ー
な
全
部
の
音
が
カ
ラ
ダ

を
吹
き
抜
け
て
い
く
。
変
な
音
は
引
っ
掛
か
っ
て
、
カ
ラ
ダ
に
突
き
刺
さ
っ

て
く
る
か
ら
。

震
災
の
後
、
ジ
ャ
ズ
を
聞
く
の
が
イ
ヤ
に
な
っ
て
ね
。
自
己
主
張
だ
と
か
、

自
分
勝
手
な
こ
と
を
言
い
続
け
て
き
た
み
た
い
な
気
が
し
て
。
ラ
フ
マ
ニ
ー

ノ
フ
や
ド
ビ
ッ
シ
ー
と
か
が
す
ご
く
好
き
に
な
っ
て
、
そ
れ
ば
っ
か
り
練
習

し
だ
し
た
。
人
間
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
の
よ
。
苦
し
み
を
訴
え
続
け
て
る
か
ら
、

島

１
４８

１

涙
は
感
性
の
究
極
に
あ
る

第
４
回
。
ｚ
自
切
国
房
弓
〈
自
己
〉

何
か
に
感
動
す
る
、
と
き
め
く
、
好
奇
心
が
沸
く
、
そ
ん
な
こ
と
が
だ
ん

だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
予
想
が
つ
く
出
来
事
や
成
り
行
き
に
、
身
を
任

せ
て
い
く
。
し
か
し
、
大
震
災
で
い
ま
ま
で
の
価
値
観
や
自
己
の
と
ら
え
方

も
ま
た
変
化
し
て
い
っ
た
。
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吹
け
ば
吹
く
ほ
ど
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
の
よ
・

ｌ
ジ
ャ
ズ
で
は
、
そ
う
い
う
の
は
な
い
の
で
す
か
。

タ
イ
ガ
ー
ジ
ャ
ズ
は
自
分
が
い
て
、
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
く
わ
け
だ
か
ら
。

佐
々
木
そ
れ
は
い
い
文
学
で
も
そ
う
ね
。
不
滅
の
作
品
に
は
何
か
が
あ
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。

タ
イ
ガ
ー
震
災
で
人
間
っ
て
こ
と
に
立
ち
返
っ
た
と
き
、
人
間
の
悩
み
っ
て

昔
か
ら
変
わ
っ
て
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
段
階
ま
で
い
っ
ち
ゃ
っ
た
。

佐
々
木
普
遍
的
な
も
の
に
時
代
は
関
係
な
い
か
も
ね
。

タ
イ
ガ
ー
音
楽
で
も
、
こ
れ
が
無
く
な
っ
た
ら
生
き
て
い
け
な
い
よ
っ
て
い

う
、
音
楽
が
も
つ
力
を
信
じ
た
い
ね
。

佐
々
木
音
楽
は
国
境
を
越
え
ら
れ
る
か
ら
い
い
よ
れ
。
文
学
は
言
葉
を
越
え

て
感
動
で
き
る
も
の
に
限
界
が
あ
る
。
川
端
文
学
の
微
妙
な
部
分
は
伝
え
ら
れ

な
い
。
伝
え
ら
れ
る
の
は
テ
ー
マ
性
だ
け
だ
か
ら
。

タ
イ
ガ
ー
ど
こ
の
国
へ
行
っ
て
も
、
言
葉
が
喋
れ
な
く
て
も
友
だ
ち
に
な
れ

る
し
、
ジ
ャ
ズ
の
力
っ
て
強
い
と
思
う
。

ｌ
震
災
で
価
値
観
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

佐
々
木
私
は
如
実
に
作
品
が
変
わ
っ
た
、
連
載
中
に
。
「
イ
ノ
セ
ン
ト
・
イ

モ
ラ
ル
・
マ
ミ
ー
」
は
ほ
と
ん
ど
エ
ン
ド
レ
ス
に
マ
マ
が
飛
ん
で
い
る
「
終
わ

り
」
を
考
え
て
い
た
。
あ
ん
な
風
に
家
族
へ
の
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
な
ん
て
全

然
考
え
て
な
か
っ
た
。
震
災
に
遭
っ
て
、
用
意
し
て
た
原
稿
を
全
部
捨
て
た
。

タ
イ
ガ
Ｉ
ぼ
く
は
ち
ょ
う
ど
実
家
に
帰
っ
て
い
て
、
母
の
横
に
寝
て
た
。
家

具
の
間
か
ら
母
を
引
っ
張
り
出
し
て
る
と
、
二
階
の
兄
夫
婦
が
「
助
け
て
く
れ

－
」
っ
て
叫
ん
で
る
し
。
そ
こ
で
は
「
助
け
て
く
れ
っ
て
い
う
手
」
と
「
オ
ッ

ケ
ー
と
い
う
手
」
が
明
ら
か
で
、
そ
の
単
純
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
音
楽
を
や

っ
て
な
い
部
分
の
自
分
の
使
い
方
を
、
少
し
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
続
き
と
し
て
、
自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
れ
た
ら
と
、
旭
川
で

活
動
を
始
め
た
け
ど
。
ど
こ
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
て
い
け
る
か
、

こ
れ
か
ら
だ
ね
。

一
月
十
七
日
の
神
戸
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
自
分
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
だ
か

ら
ア
ベ
マ
リ
ア
を
吹
い
た
の
よ
。
あ
ん
な
に
丁
寧
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
い
た
の

初
め
て
か
な
。

ｌ
泣
け
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ん
で
す
よ
ね
。

佐
々
木
泣
く
と
い
う
の
は
芸
術
の
究
極
よ
れ
。
笑
い
を
と
る
の
は
た
や
す
い

し
、
楽
し
く
な
る
の
も
簡
単
だ
け
ど
。
泣
か
せ
る
の
は
至
難
の
技
。

タ
イ
ガ
ー
き
れ
い
な
も
の
見
て
て
も
涙
が
出
て
さ
ま
す
も
の
ね
。
涙
は
感
性

の
究
極
で
す
ね
。
（
神
戸
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
）

霞…霞糎一

１
４９

１

口佐々木湘（作家）昭和2 5 年生まれ。本名はたつ
み都志。関西学院大学大学院卒。本誌連載の「イ
ノセント・イモラル･ マミー」が新潮社より「マ
マにはK 1 S S がよく似合う」として刊行。谷崎潤
一郎文学の研究者で、谷崎邸の保存運動に取り組
む、武庫川女子大学教授でもある。今夏翁神戸の
姉妹都市シアトルで谷崎旧邸復宗種動の核作りの
ため渡米。「ママK l S S 」の続編でママとパパの恋
愛話（題未定）は来春新潮社から刊行される。

ロタイガー大越（ジャズ・トランベッター）
昭和2 5 年芦屋市生まれ。関西学院大学卒業後、バ
ークリー音楽大学を首席で卒業。たまたま帰国し
たときに大震災に適遇。再度、来日し旭川で、自
閉症の子どもたちが音楽で心を開いてくれればと
活動○１０年後、２０年後に音楽のもつ力、影響力
がどんなものかわかってくるだろうと､ 新しい課
霊に取り組む。
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ら
か
に
開
会
を
宣
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
．
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
，
師
」
は
、
い
わ
ば
、
県
民
の
心
を
結

可
特
に
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
の
が
農
林
漁
業
祭
。
栗
、
な
し
、
大
根
、
■
お
問
い
合
わ
せ
Ⅱ
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
事
務
局

ａ
○
七
八
’
三
六
二
－
’
一
一
九
九
四

庫
県
の
復
興
・
防
災
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
ふ
れ
あ
い
ど
じ
ょ
う
流
し
（
子
ど
も
の
小
川
）
な
ど

を
活
用
し
て
紹
介
す
る
『
ひ
ょ
う
ご
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
』
や
ぺ
さ
わ
や
か
環
境
ま
つ
り
・
ひ
ょ
う
ご
エ
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
妬

エ
コ
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア

ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
再
生
し
た
お
も
ち
ゃ
の
飛
行
機
も
登
場
す
る
『
エ

ゴ
フ
垂
ス
テ
ィ
バ
ル
』
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
も
い
っ
ぱ
い
。
動
物
愛
護
フ
ェ
ア
（
二
十
七
日
の
み
）

さ
ん
に
人
気
の
『
忍
た
ま
乱
太
郎
」
も
登
場
し
ま
す
。
そ
の
他
皆
さ
農
林
漁
業
祭
（
第
二
野
球
場
）

わ
り
、
県
内
の
み
な
ら
ず
世
界
の
文
化
を
と
り
い
れ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
｛
明
石
西
公
園
】
（
成
人
病
セ
ン
タ
ー
北
側
）

さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
の
音
楽
や
踊
り
で
つ
づ
る
優
雅
な
バ
リ
舞
踊
が
加
ひ
ょ
う
ご
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
（
西
芝
生
広
場
）

交
流
の
場
と
な
る
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
ｅ
十
月
二
十
六
日
王
）

い
ま
す
。

〔
明
石
公
園
】

「
昨
年
は
述
べ
四
十
三
万
も
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
県
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
西
芝
生
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

民
の
皆
さ
ん
が
育
ん
で
き
た
生
活
文
化
活
動
の
発
表
を
通
し
て
た
く
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
（
陸
上
競
技
場
）

さ
ん
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
の
『
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ー
ー
バ
ル
』
⑲
十
月
一
一
十
六
（
土
）
・
’
一
十
七
日
（
日
）

で
は
、
歌
手
の
中
村
美
律
子
さ
ん
に
よ
る
『
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
【
明
石
公
園
﹈

の
ほ
か
、
新
た
に
淡
路
の
一
宮
町
の
郷
土
芸
能
弓
か
い
だ
ん
じ
り
』
、
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
（
西
芝
生
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

委
員
会
事
務
局
次
長
の
演
谷
善
彦
さ
ん
は
都
市
と
農
村
な
ど
様
々
な
ぷ
架
け
橋
で
し
ょ
う
。

ん
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ッ
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
兵
あ
お
ぞ
ら
茶
会
（
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
北
側
）

バ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
『
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
』
で
は
お
子
兵
庫
ス
ポ
ー
ッ
フ
エ
ア
（
陸
上
競
技
場
・
第
一
野
球
場
な
ど
）

ｌ
そ
ん
な
目
的
で
、
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
で
は
毎
年
「
ふ
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お
話
を
伺
っ
た
人
漬
谷
善
彦
さ
ん
〈
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
事
務
局
次
長
〉

公
園
、
明
石
西
公
園
で
開
か
れ
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
す
る
兵
庫
。
そ
ん
な
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
か

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
八
回
目
と
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
マ
は
「
大
好
き
な
ま
ち
だ
か
ら
も
つ

る
今
回
は
、
十
月
二
十
六
日
（
土
）
、
二
十
七
日
（
日
）
、
県
立
明
石
と
・
・
ひ
ょ
う
ご
」
Ｉ
緑
豊
か
な
野
山
に
抱
か
れ
、
幸
多
き
海
に
腹
背

で
は
ひ
ょ
う
ご
観
光
大
使
で
あ
る
女
優
の
浅
野
ゆ
う
子
さ
ん
に
声
高
ら
交
流
は
生
ま
れ
、
い
き
い
き
と
し
た
明
日
の
兵
庫
が
築
か
れ
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
通
じ
て
、
交
流
の
輪
を
県
内
外
に
広
げ
た
い
秋
刀
魚
、
も
ち
麦
麺
…
秋
の
味
覚
や
特
産
物
が
な
ら
び
ま
す
。
是
非
、

唾
大
好
き
な
ま
ち
だ
か
ら
も
っ
と
：
ひ
ょ
う
ご

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
帥ヲ

5０
ノ
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